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鈴木先生が所属する経営学部に講師として赴任されたのは昭和40年4月
であります｡それ以来先生は, 40年の長きに亘り専修大学一筋に歩んでこ
られました｡本学での先生は｢保健体育｣ ｢健康科学論｣ ｢体育演習｣など
を担当され,研究面におかれまして多数の論文を発表され,その間に専修
大学体育部長(87年4月から1年間),社会体育研究所所長(90年から3
年間)の要職を勤められました｡しかし,なによりも特筆しなければなら
ないのが,多岐にわたる先生の社会活動であります｡昭和40年4月に専修
大学体育会レスリング部監督に就任以来,第20回ミュンヘンオリンピック
競技大会レスリング競技コーチ,財団法人日本レスリング協会理事,全日
本学生レスリング連盟理事長,財団法人日本レスリング協会副会長などそ
の歴任された要職を挙げようものなら紙面に暇がありません｡素晴らしい
業績に心より敬意を表するとともに,本当に｢お疲れ様｣でしたと申し上
げなければなりません｡
鈴木先生と初めてお会いしたのは,私が専修大学経営学部に専任講師と
して赴任した平成元年4月のことでありました｡したがいまして,先生と
のお付き合いは17年ということになるのですが,先生が専修大学で過ごさ
れた年月からしますとほんのわずかな時間でしかありません｡鈴木先生は
寡黙な方で必要以上のことはさほど多くは語られないというのが私の節--
印象でした｡それだけに発せられる言葉には重みがあり,庄倒される迫力
さえありました｡若輩の私が一言も聞き漏らすまいと,姿勢が自ずから正
されるのも至極当然のことであったかと思います｡
6鈴木先生の言葉を聞くにつけ,専修大学,とくに体育会をどれだけ大切
にしているかを感じたのは私だけではなかったはずです｡先生はレスリン
グ部の監督になられ一心不乱に学生たちを鍛え上げ,多数のオリンピック
選手を輩出したのは歴史が語ってくれます｡ ｢体育会が強くなければよい
大学にはなれない｣それが鈴木先生のリグセでありました｡今日の本学の
状況を鑑みるにあたり先見の明ありと強く納得させられます｡厳しくとき
には優しく,常に目線は学生に向ける先生のお姿は,入職したての意気軒
昂としている私が刺激を受けない日は, -E]たりともなかったと言っても
過言ではありません｡
先生の撃咳に接するべく,暇があれば研究室のドアをたたき,仕事帰り
のお誘いにも必ず同行させていただいたものです｡温厚寡黙な先生ではあ
りますが,下の者の面倒見はそれはそれは素晴らしいもので,男はこうあ
るべきと感服しどうしでありました｡今考えると,先生との会話の大部分
が精神論だったように思われます｡若き日に青春をぶつけた世界との戦い
で培われた堅強な魂をもたれた先生は,私のような軟弱な若造を放ってほ
おけなかったのではないでしょうか｡ ｢泣くな!｣と何度言われたことで
しょう｡実際に泣いているわけではありません｡弱音をはいた瞬間に,静
かに口元は優しく,しかし目元は厳しく体中に染み渡るような声で言われ
るのです｡先生もきっとそんな時期が幾度となくあったのだろうと推察し
ます｡そして,それを不屈の精神で払いのけてきた自信とプライドが｢泣
くな!｣の一言に凝縮されているのだと理解するのにさほど時間はかかり
ませんでした｡それ以来,私は無言実行を心に今日まで貫いております｡
ネットワーク情報学部が立ち上がり,私は経営学部からひとり移籍する
こととなりました｡鈴木先生と同じ学部であることに少なからず誇りを
もっていた私は,当時は後ろ髪引かれる思いではありましたが,体育を代
表するものとして恥ずかしくないようやるしかないと気持ちを切り替え今
に至っております｡ネットワーク情報学部へ移ってからは忙しさのためか
7(また｢泣くな!｣と言われそうですが),めっきり先生とお会いする時
間が減ってしまい失礼することが多くなっておりました｡反省しきりで
す｡
その鈴木先生が定年を迎え退職なさることになりました｡今後,先生の
讐咳に接することができなくなるのかと思うと寂しさばかりが募ります｡
私事で恐縮でありますが,尊敬する先生には生涯のお付き合いをさせて
いただきたく,仲人をお願いいたしましたところ即決で快諾していただけ
ました｡その後私には4人の子供に恵まれ,幸せな家庭を営むことができ
ております｡ひとえに鈴木先生の教えの賜物と感謝いたしております｡
最後まで嬰鎌とされていた鈴木先生｡
長年のご厚情ありがとうございました｡どうかお体を大切に,ご退職後
の人生をゆっくりお楽しみください｡
(2006年1月吉日)
